
もちぺったん！（ひのくま子育て支援センターでのもちつき体験）

● 国民健康保険への

    加入・脱退の手続はお早めに



22011.  1. 15  広報ひた

市 民 広 場

草
野
 
康
子
さ
ん
︵
豆
田
町
︶

﹁
私
た
ち
に
は
伝
統
を
守
り
伝
え
る
責
任
が
あ
る
﹂

 

 
草
野
本
家
は
、
元
禄
９
︵
１
６
９
６
︶

年
、
現
在
の
場
所
に
居
を
構
え
て
か
ら
、

主
に
製
ろ
う
業
を
営
み
栄
え
た
商
家
で
す
。

そ
の
建
物
は
、
保
存
修
理
を
行
い
な
が
ら
、

当
時
の
商
家
の
生
活
文
化
を
伝
え
る
貴
重

な
建
物
と
し
て
今
も
残
さ
れ
て
お
り
、
平

成
21
年
12
月
に
は
、
国
の
重
要
文
化
財
に

も
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

  

今
号
で
は
、
豆
田
町
に
残
る
伝
統
的
な

商
家
を
受
け
継
ぎ
、
草
野
本
家
の
館
長
を

務
め
る
草
野
康
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

       

︱
伝
統
あ
る
商
家
に
嫁
い
で
︱

  

 
草
野
家
は
、
約
４
０
０
年
の
歴
史
を
持

つ
伝
統
あ
る
家
で
す
。
そ
し
て
、
代
々
の

当
主
が
京
や
大
阪
に
商
い
に
行
き
、
そ
の

帰
り
に
少
し
ず
つ
買
い
集
め
て
き
た
の
が

１
７
８
体
の
ひ
な
人
形
で
す
。

 

 
当
時
、
大
学
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
私

は
、
家
族
に
誘
わ
れ
て
そ
の
ひ
な
人
形
を

見
に
草
野
家
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
縁

と
な
り
、
草
野
家
に
嫁
ぐ
こ
と
に
な
っ
た

ん
で
す
。
今
思
え
ば
、
ひ
な
人
形
が
私
た

ち
を
結
び
付
け
て
く
れ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

 

 
草
野
家
に
嫁
い
だ
と
き
は
、
伝
統
や
格

式
の
高
い
家
だ
と
い
う
こ
と
を
あ
ま
り
意

識
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
テ
レ
ビ
番

組
で
草
野
家
の
ひ
な
人
形
が
取
り
上
げ
ら

れ
、
多
く
の
方
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

私
も
だ
ん
だ
ん
と
肌
で
感
じ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

  

義
母
が
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
ひ
な
人

形
を
毎
年
公
開
し
始
め
た
の
は
、
昭
和
59

年
か
ら
。
私
も
子
育
て
が
一
段
落
し
て
か

ら
、
そ
の
手
伝
い
を
始
め
ま
し
た
。
義
母

と
は
、
嫁
と
姑
と
い
う
よ
り
も
師
匠
と
弟

子
の
よ
う
な
関
係
で
、
草
野
家
の
歴
史
や

ひ
な
人
形
に
関
す
る
知
識
も
、
義
母
を
見

な
が
ら
学
ん
で
い
き
ま
し
た
。

 

 
ま
た
、
草
野
家
に
は
﹁
仏
教
を
信
ず
る

こ
と
。
親
孝
行
を
す
る
こ
と
﹂
と
い
う
家

訓
が
あ
り
、
 
瀬
淡
窓
先
生
が
こ
の
家
訓

を
書
い
た
掛
け
軸
も
残
っ
て
い
ま
す
。
私

も
草
野
家
の
一
員
と
し
て
、
こ
の
家
訓
を

し
っ
か
り
と
守
っ
て
い
ま
す
。

  

現
在
、
私
は
草
野
家
の
館
長
を
務
め
て

い
ま
す
が
、
責
任
を
持
っ
て
そ
の
歴
史
や

伝
統
を
守
り
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

  
︱
国
の
重
要
文
化
財
指
定
を
受
け
て
︱

  

 
平
成
21
年
に
国
の
重
要
文
化
財
の
指
定

を
受
け
た
と
き
は
、
日
田
市
や
大
分
県
、

そ
し
て
国
の
宝
に
な
っ
た
と
い
う
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
も
あ
り
ま
し
た
が
、
本
当
に
う
れ

し
く
感
じ
ま
し
た
。

 

 
指
定
を
受
け
て
か
ら
１
年
が
た
ち
ま
し

た
が
、
私
た
ち
に
は
こ
の
家
を
守
る
責
任

が
あ
る
、
と
強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
草
野
家
の
当
主
で
あ
る
主
人
と
一

緒
に
、
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
伝
統
あ
る
建

物
や
文
化
を
守
り
な
が
ら
、
多
く
の
皆
さ

ん
に
草
野
家
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す

ね
。
そ
し
て
、
い
ず
れ
は
次
の
世
代
に
そ

の
歴
史
を
引
き
継
い
で
い
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。

  

 
草
野
本
家
に
残
る
ひ
な
人
形
や
市
松
人

形
な
ど
合
計
１
７
８
体
の
人
形
は
、
毎
年

２
月
15
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で
行
わ
れ
る

﹁
天
領
日
田
お
ひ
な
ま
つ
り
﹂
の
時
期
に

合
わ
せ
て
公
開
さ
れ
ま
す
。
︵
今
年
の
公

開
日
は
２
月
15
日
か
ら
３
月
21
日
ま
で
︶

 

 
ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
も
﹁
端
午
の
節
句
﹂

﹁
日
田
祇
園
祭
﹂
﹁
天
領
ま
つ
り
﹂
の
時

期
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ち
な
ん
だ
所
蔵
品
を

そ
の
建
物
や
庭
園
と
共
に
一
般
公
開
し
て

い
ま
す
。

草野本家が所蔵する178体の人形は
約20畳の新座敷を埋め尽くすほど

国
指
定
重
要
文
化
財
 草
野
本
家
の
館
長
を
務
め
る
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⑯

﹁
ひ
た
宝
さ
が
し
実
行
委
員
会
﹂

日
田
方
面
団
 
五
和
分
団

大
山
方
面
団
 
第
９
分
団

日
田
が
明
る
く
元
気
に
な
る
た
め
に

 
自
分
自
身
や
日
田
を
見
つ
め
直
し
て
、

一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
思
っ
て
い
る
も
の

や
こ
と
、
人
な
ど
を
﹁
私
の
宝
﹂
﹁
日
田

の
宝
﹂
と
し
て
提
案
し
て
も
ら
い
、
一
人

ひ
と
り
が
大
切
に
思
っ
て
い
る
﹁
想
い
﹂

か
ら
日
田
と
い
う
場
所
を
デ
ザ
イ
ン
し
た

い
。

 

 
平
成
22
年
５
月
、
そ
ん
な
思
い
か
ら
、

﹁
ひ
た
宝
さ
が
し
﹂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
動

き
出
し
ま
し
た
。

 

 
現
在
の
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
約

30
人
。
実
行
委
員
会
で
は
、
市
内
の
い
ろ

い
ろ
な
場
所
で
宝
を
募
集
し
、
こ
れ
ま
で

に
３
１
４
９
の
宝
が
集
ま
り
ま
し
た
。

 

 
集
ま
っ
た
宝
の
う
ち
約
１
３
０
の
宝
を

メ
ン
バ
ー
が
取
材
し
、
そ
の
結
果
は
、
昨

年
12
月
18
日 

か
ら
26
日
ま
で
パ
ト
リ
ア
日

田
で
行
わ
れ
た
﹁
ひ
た
宝
さ
が
し
展
﹂
で

公
開
さ
れ
ま
し
た
。

 

 
実
行
委
員
会
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ

ー
で
あ
る
大
塚
智
さ
ん
は
﹁
そ
れ
ぞ
れ
の

仕
事
の
後
に
集
ま
っ
て
行
う
作
業
は
大
変

で
し
た
が
、
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て

か
ら
、
た
く
さ
ん
の
宝
が
見
付
か
り
ま
し

た
。
先
日
行
わ
れ
た
宝
さ
が
し
展
で
は
、

集
め
た
宝
を
見
て
も
ら
う
こ
と
で
、
訪
れ

た
方
に
も
何
か
新
し
い
発
見
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
実
行
委
員
会

で
は
、
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
日
田
の
宝

を
探
し
、
み
ん
な
で
宝
を
共
有
し
て
ま
ち

づ
く
り
に
役
立
て
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
﹂
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

 

 
五
和
地
区
は
、
北
を
三
隈
川
、
南
を

山
々
に
囲
ま
れ
た
素
晴
ら
し
い
環
境
に

あ
り
ま
す
が
、
地
区
内
は
、
道
路
が
狭

く
家
々
が
隣
接
し
て
い
る
た
め
、
火
災

時
に
は
危
険
が
伴
い
、
住
民
も
不
安
に

思
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

  

昨
年
３
月
、﹁
五
和
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
消
防
セ
ン
タ
ー
﹂
が
移
転
・
新
築
さ

れ
、
ポ
ン
プ
車
の
出
入
り
が
し
や
す
く

な
り
、
迅
速
に
出
動
で
き
る
機
動
力
が

整
い
ま
し
た
。
ま
た
、
10
月
に
は
新
し

い
ポ
ン
プ
車
も
導
入
さ
れ
、
現
在
は
、

団
員
一
同
新
た
な
気
持
ち
で
防
火
活
動

・
消
火
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

 
団
員
高
齢
化
の
心
配
も
あ
り
ま
す
が
、

若
い
力
を
募
り
な
が
ら
分
団
一
丸
と
な

っ
て
頑
張
り
ま
す
。
ま
た
、
五
和
地
区

は
も
ち
ろ
ん
、
市
内
全
域
で
火
災
が
起

こ
ら
な
い
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

 
大
山
方
面
団
第
９
分
団
は
、
大
山
町

の
南
部
に
あ
る
天
瀬
町
、
中
津
江
村
に

境
を
接
す
る
地
域
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

 

 
地
域
内
は
、
昭
和
56
年
以
来
、
無
火

災
が
続
い
て
お
り
、
こ
れ
も
地
域
の
住

民
や
歴
代
の
消
防
関
係
者
の
意
識
が
高

く
、
防
災
意
識
が
広
く
住
民
に
浸
透
し

て
い
る
か
ら
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

 

 
団
員
数
は
減
少
を
続
け
、
心
配
は
大

き
く
な
る
ば
か
り
で
す
が
、
地
域
に
は

多
く
の
消
防
Ｏ
Ｂ
や
先
輩
方
も
多
く
、

近
く
﹁
お
お
や
ま
南
部
自
治
会
消
防
応

援
隊
﹂
を
結
成
す
る
計
画
で
す
。

 

 
小
さ
な
地
域
で
す
が
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
協
力
を
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も

故
郷
を
守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

新しいポンプ車の入魂式で消防操法を披露

多くの人が訪れたひた宝さがし展

市内のいろいろなイベントにも
参加して宝を募集しました

連結送水訓練の様子

さ
と
る
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ま
ち
の

わ
だ
い

 12月12日、第58回国定公園日田・中津駅伝競走大

会が、日田市役所をスタート、中津市役所をゴールと

する５区間51kmのコースで開催され、選手たちは、

沿道の熱い声援を受けながら健脚を競った。

  実業団の部・郡市対抗の部に分かれて行われた大会

では、日田市からは３チームが出場し、実業団の部で

中央発条工業が５位、郡市対抗の部で日田市陸協が４

位、日田走友会が11位となった。

 第22回大分県生しいたけ品評会個人の部・菌床部

門で、最高賞を受賞した中津江村生椎茸生産組合の吉

井将弥さん（中津江村栃野）が、12月14日、市長に

報告を行った。

  吉井さんは、今回で11年連続となる最高賞を受賞。

市長は「こんな見事な椎茸は初めて見ました。若い人

が中津江に戻ってくるよう、今後も、もうかる農業に

取り組んでください」と語った。

11 年連続で最高賞を受賞

 12月14日、烏宿神社はだか参り実行委員会（森作雄代表）

による烏宿神社はだか参りが、烏宿神社（大山町）で行わ

れた。これは、享保17年の大飢饉の際、参道途中の御池

の水を日田地区に配り、飢饉を免れたことから始まったと

いわれる伝統行事。

  当日は、神事と鎌手小学校児童による烏宿太鼓の奉納演

奏が行われた後、５歳から71歳までの25人の男たちが、

締め込み姿で水をかぶり身を清め、約400段の参道の上に

ある神社を目指して駆け上がった。

  また、参拝後は、大山公民館「男の料理教室」の受講生

が作った「ししだんご汁」で身を温めた。 

伝 統を引き継ぐ「はだか参り」

51 キロで健脚を競う

からとまり

き きん

まさ や
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大 きな杵と臼でもちつき体験

市 民の手で創り上げたミュージカル

  12月16日、ひのくま子育て支援センターで、もち

つき体験が行われた。

  日ノ隈町老人会の指導の下、参加した３歳までの子

どもとその家族らが、大きな杵を握り、力いっぱいも

ちをついた。

  この日集まった約50人の参加者は、一足早い正月

気分を味わいながら、自分たちでついたもちを丸め、

食した。

    12月23日、パトリア日田市民ミュージカル「あい

と地球と競売人」が、パトリア日田で上演された。作品

は、地球環境保護を訴える漫画「地球の秘密」を描い

た直後に亡くなった島根県の小学生、坪田愛華さんの

遺志をモチーフにしたもので、市民で構成する出演者

らは、３年前から本番に向けて練習を積み重ねてきた。

 満席となった会場では、生演奏を交えたプロ顔負け

の演技に、観客から盛大な拍手が贈られた。

大 山ダム コンクリート打設完了

一 人ひとりの想いをつなぐ「ひた宝さがし」

  12月18日から26日まで、パトリア日田で「ひた宝

さがし展」が行われた。会場では、ひた宝さがし実行

委員会が募集して集めた3,149の宝のうち、約130の

宝がパネルで紹介され、多くの人が訪れた。

  また、19日には「ひた宝さがしシンポジウム」が

行われ、宝さがしの先駆地域である福井県や山形県か

らパネリストを招き、宝さがしの役割や活用方法など

について意見が交わされた。

    独立行政法人水資源機構が大山町に建設中の大山ダ

ムで、12月20日、ダム本体（高さ94m、幅370m）

のコンクリート打設が完了した。本体最上部で行われ

た完了式では、見学者のメッセージが入った石が埋め

込まれた穴に、最後のコンクリートが投入され、集ま

った工事関係者約370人が完了を祝った。

  今後は、周辺整備を進めるとともに、平成23・24

年度に試験湛水を行い、25年度からの本稼動を目指す。
たんすい

きね うす
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【問い合わせ】社会保険課国保・年金係 ☎２２－８２７１（市役所１階）

国民健康保険一部負担金の減免

  国民健康保険被保険者が医療機関の窓口で支払う一部負担金の減免は、本人からの申請で減免の可否が

決定されます。

 ◆対象 震災、風水害、火災等の災害により死亡又は資産に重大な損害を受けたとき

     事業又は業務の休廃止、失業等により収入が著しく減少したとき

 ◆申請方法 減免申請とその理由を証明する書類を提出

国民健康保険の異動の届出は14日以内に

  届出が遅れると、保険税や医療費等のトラブルの原因となることがありますので、必ず14日以内に届出を行

ってください。

 ◆こんなときには届出を

他の市町村の転出証明書、印鑑

（特定世帯の場合は特定同一世帯所属者異動連絡票）

職場の健康保険を脱退した証明書、年金手帳、印鑑

被扶養者ではないという証明書、年金手帳、印鑑

保険証、母子健康手帳、印鑑

保険証、印鑑

国民健康保険と職場の両方の保険証、年金手帳、印鑑

（職場の健康保険証が未交付の場合は加入証明書）

保険証、年金手帳（年金証書）、印鑑

保険証、年金証書、印鑑

保険証、印鑑

保険証、印鑑

保険証、在学証明書又は学生証の写し、印鑑

免許証などの身分証明書、印鑑

転入してきたとき

職場の健康保険をやめたとき

職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき
 
※職場の健康保険の被保険者が後期高齢者医療

 制度に移行した場合も同様です。

国民健康保険の加入世帯で子どもが生まれたとき

転出するとき

職場の健康保険に加入したとき

職場の健康保険の被扶養者になったとき

国民健康保険の被保険者が死亡したとき

退職者医療制度の対象となったとき

住所、世帯主、氏名などが変わったとき

世帯が分かれる又は一緒になったとき

修学のため別に住所を定めるとき

保険証をなくしたときや汚れて使えなくなった

とき

準備するもの届出が必要な場合 

国
民
健
康
保
険
に

加
入
す
る
と
き

国
民
健
康
保
険
を

脱
退
す
る
と
き

そ
の
他

  医療保険制度では、誰もが職場の医療保険や国民健康保険に

加入しなければなりません。社会保険等への加入・脱退をした

場合は、自動的に資格変更の手続ができませんので、必ず本人

又は家族が届出を行ってください。

国民健康保険への 加入・脱退 の手続はお早めに
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４
月
か
ら
小
学
校
に
入
学
す
る

子
ど
も
が
い
る
家
庭
に
、
平
成
23

年
度
の
入
学
通
知
書
・
就
学
届
を

１
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
就
学
予
定
校

で
の
入
学
説
明
会
の
際
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

 

※
入
学
通
知
書
が
届
か
な
い
場
合

や
記
載
内
容
に
誤
り
が
あ
っ
た

場
合
、
や
む
を
得
な
い
理
由
で

指
定
校
以
外
の
学
校
に
入
学
を

希
望
す
る
方
は
、
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

 

※
県
立
・
私
立
学
校
に
進
学
を
希

望
す
る
場
合
は
、
左
記
で
区
域

外
就
学
の
届
出
が
必
要
で
す
。

 

※
中
学
校
の
入
学
通
知
書
は
、
現

在
通
学
し
て
い
る
小
学
校
を
通

じ
て
１
月
中
に
送
付
し
ま
す
。

 

学
校
教
育
課
学
務
係

☎
 
８
２
２
１
︵
市
役
所
別
館

３
階
︶

   

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

 
 
平
成
23
年
度
に
市
が
発
注
す
る

土
木
、
建
築
、
電
気
、
管
、
舗
装

な
ど
の
建
設
工
事
及
び
測
量
、
補

償
な
ど
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
務
の
入
札
参
加
を
希
望
す
る
業

者
は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

 

■
入
札
参
加
資
格
条
件

 

・
県
内
・
外
業
者
︵
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
業
者
を
除
く)
 

 

 
平
成
23
年
度
大
分
県
の
登
録
業
者

※
県
外
業
者
で
、
平
成
23
年
３
月

31
日
に
入
札
参
加
資
格
を
有
す

る
場
合
は
、
資
格
の
有
効
期
限

を
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
延

長
し
ま
す
の
で
、
今
回
申
請
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者

 

 
平
成
23
・
24
年
度
大
分
県
の
登

録
業
者

 

■
申
請
期
間

 

 
２
月
１
日
㈫
～
３
月
15
日
㈫

 
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

 ︵
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
︶

 

■
申
請
方
法

 
提
出
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
下
記
に
持
参
又
は
郵
送

で
申
込
み

  

日
田
市
小
規
模
修
繕
業
務
等
業
者

登
録
申
請

 

 
市
が
発
注
す
る
小
規
模
な
修
繕

契
約
の
う
ち
、
日
田
市
公
共
工
事

建
設
業
者
等
指
名
参
加
資
格
者
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
で
も

契
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
﹁
少
額

で
内
容
が
軽
易
な
契
約
︵
30
万
円

以
内
︶
﹂
を
希
望
す
る
業
者
は
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

 

■
登
録
条
件

 

・
市
内
に
主
た
る
事
業
所
を
置
き
、

日
田
市
公
共
工
事
建
設
業
者
等

指
名
参
加
資
格
者
名
簿
に
登
載

さ
れ
て
い
な
い
方
︵
法
人
、
個

人
、
希
望
業
種
の
建
設
業
許
可

の
有
無
、
経
営
組
織
、
従
業
員

数
等
は
問
い
ま
せ
ん
︶

 
・
市
税
︵
市
民
税
・
法
人
市
民
税
、

固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、

国
民
健
康
保
険
税
︶
を
完
納
し

て
い
る
方

 

※
登
録
し
た
業
者
は
、
市
が
発
注

す
る
小
規
模
な
修
繕
等
の
契
約

の
際
、
見
積
業
者
選
定
の
対
象

と
な
り
ま
す
が
、
見
積
り
や
契

約
を
約
束
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

 

■
登
録
業
種

 
大
工
、
左
官
、
屋
根
、
内
装
、

電
気
、
管
、
建
具
、
ガ
ラ
ス
、

塗
装
、
畳
、
と
び
、
板
金
、
そ

の
他
︵
除
草
等
︶

 

■
申
請
期
間

 

 
２
月
１
日
㈫
～
３
月
15
日
㈫

  

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

 

 ︵
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
︶

 

※
申
請
期
間
以
外
も
随
時
申
込
み

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。︵
登
録

は
申
請
し
た
翌
月
の
１
日
か
ら)

 

■
申
請
方
法
 
提
出
書
類
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
左
記
に
直

接
持
参

 

※
提
出
書
類
及
び
案
内
は
、
左
記

及
び
各
振
興
局
に
備
え
付
け
て

い
ま
す
。

 

〒
８
７
７-

８
６
０
１
︵
住
所
記

載
不
要
︶
財
政
課
契
約
検
査
室

☎
 
８
５
２
０
︵
市
役
所
２
階)

    

 
平
成
22
年
中
に
納
め
た
次
の
税

金
・
保
険
料
を
納
付
し
た
金
額
の

確
認
が
で
き
る
﹁
納
付
額
確
認
書

︵
確
定
申
告
用
︶﹂
を
交
付
し
ま
す
。

 

■
交
付
開
始
日
 
１
月
18
日
㈫

 

■
交
付
窓
口

 

・
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料

市
役
所
１
階
税
務
課
税
制
窓
口

係
︵
①
番
窓
口
︶

 

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

 

 
市
役
所
１
階
社
会
保
険
課
国
保

 
・
年
金
係

 
※
各
振
興
局
、
各
振
興
セ
ン
タ
ー

で
も
交
付
し
ま
す
。

 

■
申
請
方
法
 
各
窓
口
に
備
付
け

の
用
紙
で
申
込
み
︵
確
認
書
が

必
要
な
方
の
保
険
証
の
番
号
が

必
要
︶

 

※
年
金
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
日
本
年
金
機
構
等

か
ら
届
く
﹁
年
金
の
源
泉
徴
収

票
︵
は
が
き
︶
﹂
に
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
一
部
を
除
き
、
納

付
確
認
書
を
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

 

税
務
課
税
制
窓
口
係

☎
 
８
３
９
７
︵
市
役
所
１
階) 

社
会
保
険
課
国
保
・
年
金
係

☎
 
８
２
７
１
︵
市
役
所
１
階) 

     

■
提
出
書
類

�
登
録
業
者
資
格
審
査
申
請
書

�
市
税
完
納
証
明
書

�
食
品
衛
生
監
視
票
︵
80
点
以
上
︶

 

�
使
用
印
鑑
届

 

※
①
④
の
書
類
は
、
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
、
学
校
給
食
調
理
場
に

備
え
付
け
て
い
ま
す
。

 

■
提
出
先
 
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、

各
学
校
給
食
調
理
場

 

■
提
出
期
限
 
２
月
25
日
㈮

 

体
育
保
健
課
給
食
管
理
係

☎
 
８
２
２
２
︵
市
役
所
別
館

２
階
︶

 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
 
５
１
８
５

問

問

問

確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
の
た
め
に

 
 
 
納
付
額
確
認
書
を
交
付

工
事
契
約
に
関
す
る
お
知
ら
せ

平
成
23
・
24
年
度

学
校
給
食
物
資
等
の
納
入
業
者

 
 
 
 
 
 
登
録
受
付
開
始

も
う
す
ぐ
小
学
校
１
年
生

 
 
 
 
 
手
続
を
忘
れ
ず
に

問

お
知
ら
せ

今月は、

・市県民税 第４期

・国民健康保険税

      第７期

・介護保険料第７期

 の納付月です。

納期内の納付をお願

いします。

う が い

て
あ ら い

咳エ
チケット

インフルエンザ・

 感染性胃腸炎を

     予防しよう！
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くらしの情報

 
 
水
が
生
ま
れ
育
つ
水
の
ふ
る
さ

と
﹁
水
郷
ひ
た
﹂
の
清
流
復
活
を

目
指
し
て
、
水
郷
ひ
た
再
生
委
員

会
や
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
﹁
水
郷
ひ
た
の
清
流
復
活

運
動
﹂
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 

 
ま
た
、
行
政
や
関
係
者
な
ど
で

構
成
す
る
三
隈
川
・
大
山
川
河
川

環
境
協
議
会
で
は
、
水
質
や
水
量

な
ど
の
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 
今
回
、
清
流
復
活
運
動
の
取
組

と
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
、
市
民
報

告
会
を
開
催
し
ま
す
。

 

■
と
き
 
１
月
25
日
㈫

 

 
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

 

■
と
こ
ろ

 

 
パ
ト
リ
ア
日
田
小
ホ
ー
ル

 

■
参
加
費
 
無
料

 

■
内
容

 

ビ
デ
オ
報
告

 

・
清
流
復
活
運
動
の
内
容
や
経
過

・
水
質
改
善
、
水
量
増
加
、
市
民

活
動
の
状
況
報
告

 

・
清
流
復
活
運
動
の
目
指
す
も
の

 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

 

・
テ
ー
マ
﹁
清
流
復
活
運
動
の
今
﹂

～
求
め
る
水
量
水
質
、
め
ざ
す

水
郷
ひ
た
の
未
来
と
は
～

 

・
パ
ネ
リ
ス
ト

 

荒
牧
軍
治 

氏

︵
佐
賀
大
学
名
誉
教
授)

 
小
松
利
光 

氏

 
︵
九
州
大
学
大
学
院
教
授
︶

 

大
矢
野
栄
次 

氏
 

︵
久
留
米
大
学
経
済
学
部
教
授)

 

清
野
聡
子 

氏

 

︵
九
州
大
学
大
学
院
准
教
授
︶

 

佐
藤
陽
一 

氏
︵
日
田
市
長
︶

 

水
郷
ひ
た
づ
く
り
推
進
課
水
環

境
係

☎
 
８
３
５
７
︵
市
役
所
２
階)

 

 
今
後
の
都
市
計
画
・
ま
ち
づ
く

り
の
方
針
と
な
る
﹁
日
田
都
市
計
画

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
﹂
の
変
更

案
を
縦
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

※
計
画
案
に
対
し
意
見
の
あ
る
方

は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で

に
、
大
分
県
に
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
細

は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

■
縦
覧
期
間

 

 
１
月
24
日
㈪
～
２
月
７
日
㈪

 

 
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

 
︵
平
日
の
み)

 

■
縦
覧
場
所
 
大
分
県
庁
舎
新
館

６
階
都
市
計
画
課
、
市
役
所
５

階
都
市
整
備
課

 

大
分
県
都
市
計
画
課

 

☎
０
９
７-

５
０
６-

４
６
５
９

 

都
市
整
備
課
都
市
計
画
係

☎
 
８
２
１
７
︵
市
役
所
５
階) 

 

 
市
で
は
、
１
月
26
日
の
﹁
文
化

財
防
火
デ
ー
﹂
に
合
わ
せ
て
、
次

の
と
お
り
防
火
訓
練
を
行
い
ま
す
。

 

■
と
き
・
と
こ
ろ

①
１
月
26
日
㈬
 
午
前
10
時
～

 

 
豆
田
の
辻
公
園
︵
豆
田
町
︶

②
１
月
30
日
㈰
 
午
前
９
時
～

 

 
宮
園
津
江
神
社
︵
中
津
江
村
︶

 

※
豆
田
町
は
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
で
あ
り
、
宮
園
津

江
神
社
の
ス
ギ
と
自
然
林
は
、

大
分
県
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

 

文
化
財
保
護
課
文
化
財
管
理
係
・

町
並
み
保
存
係
 
☎
 
７
１
７
１

︵
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
内
︶

    
 
未
使
用
の
商
品
券
を
持
っ
て
い

る
方
は
、
期
限
内
に
市
内
の
参
加

店
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
未
使

用
商
品
券
の
買
取
り
・
換
金
は
で

き
ま
せ
ん
。

 

 
ま
た
、
事
業
者
の
方
は
、
必
ず

期
限
内
に
発
行
団
体
で
の
換
金
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
期
限
を
過

ぎ
る
と
換
金
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

 

■
商
品
券
の
使
用
期
限

１
月
31
日
㈪

 

■
事
業
所
の
換
金
期
限

２
月
28
日
㈪

 

水
郷
ひ
た
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
発
行
実
行
委
員
会
︵
日
田

商
工
会
議
所
内
︶
☎
 
３
１
８
４

 

日
田
地
区
商
工
会

☎
 
２
９
７
６

 

商
工
労
政
課
商
業
振
興
係

☎
 
８
２
３
９
︵
市
役
所
６
階)

     

 
日
田
市
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

︵
日
田
市
情
報
基
盤
整
備
事
業
︶

で
は
、
従
来
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ

で
も
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴

で
き
る
よ
う
、
﹁
デ
ジ
ア
ナ
変
換
﹂

設
備
を
導
入
し
ま
す
。

  

設
備
の
導
入
は
、
平
成
23
年
７

月
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
停
止
前
の
早

期
に
開
始
し
、
平
成
27
年
３
月
末

ま
で
行
う
予
定
で
す
。
ま
た
、
今

後
は
、
Ｋ
Ｃ
Ｖ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ズ
㈱
で
も
﹁
デ
ジ
ア
ナ
変
換
﹂

設
備
を
導
入
す
る
予
定
で
す
。

 

※
﹁
デ
ジ
ア
ナ
変
換
﹂
と
は
、
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ア
ナ
ロ
グ

放
送
に
変
換
し
て
再
送
信
す
る

も
の
で
す
。

 

情
報
課
地
域
情
報
係

 

☎
 
８
２
２
９
︵
市
役
所
６
階)

   

   
子
ど
も
手
当
は
、
中
学
生
修
了

︵
15
歳
に
な
っ
て
か
ら
最
初
の
３

月
31
日
︶
前
の
子
ど
も
を
養
育
し

て
い
る
方
に
、
子
ど
も
一
人
当
た

り
一
律
、
月
額
１
万
３
０
０
０
円

を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

 

■
振
込
日
 
２
月
４
日
㈮

 

こ
ど
も
未
来
室
家
庭
支
援
係

☎
 
８
２
９
２
︵
市
役
所
１
階) 

   

人
権
・
同
和
問
題
研
修
会
の
進

行
・
調
整
役
を
務
め
る
人
材
︵
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
︶
の
養
成
を
目

指
し
た
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

 

■
と
き
 
２
月
１
日
㈫
～
３
月
８

日
㈫
ま
で
の
毎
週
火
曜
日
︵
２

月
15
日
を
除
く
計
５
回
︶

  

午
後
６
時
～
８
時
30
分

 

■
と
こ
ろ

 

 
市
役
所
別
館
２
階
大
会
議
室

 

■
講
師
 
大
分
人
権
教
育
・
啓
発

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
研
究
会

 

 
足
立
恵
理
さ
ん

 

■
対
象
 
市
内
在
住
の
方

 

■
募
集
数
 
15
人
程
度

 

■
受
講
料
 
無
料

 

■
申
込
方
法
 
電
話
又
は
窓
口
で

直
接
申
込
み

 

■
申
込
期
限
 
１
月
25
日
㈫

 

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
係

☎
 
８
２
３
５
︵
市
役
所
別
館

２
階
︶

問問

問

問

問

問問

文
化
財
防
火
運
動

日
田
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
変
更
案
の
縦
覧

水
郷
ひ
た
の
清
流
復
活
！
 
市
民
報
告
会

日
田
市
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で
も
地
デ
ジ

を
視
聴
で
き
ま
す
！

﹁
水
郷
ひ
た
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
﹂
期
限
内
の
利
用
を

人
権
・
同
和
問
題
研
修
の
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
講
座

 
 
 
 
 
 
 
３
期
生
募
集

平
成
22
年
10
月
か
ら
平
成
23
年

１
月
ま
で
の
子
ど
も
手
当
を
支

給
し
ま
す 保

健
・
福
祉

募
 
集
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
健
全
な

発
展
と
推
進
を
図
る
た
め
、
宝
く

じ
の
収
益
金
に
よ
る
﹁
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
﹂
で
、
そ
の
活
動

を
支
援
し
て
い
ま
す
。
平
成
23
年

度
の
募
集
・
選
考
を
行
い
ま
す
の

で
、
希
望
す
る
団
体
は
、
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

 

■
対
象
団
体
 
地
域
住
民
の
コ
ミ

 
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
、
自
主
防
災
組
織

 

■
対
象
事
業
・
助
成
金

 

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な

施
設
、
設
備
の
整
備

 
 
 
 
 
 
２
５
０
万
円
以
内

 

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建
設 

 
 
 
 
  

１
５
０
０
万
円
以
内

 

・
地
域
防
災
活
動
に
必
要
な
施
設
、

設
備
の
整
備
︵
消
防
団
は
除
く)

 

 
 
 
 
 
 
２
０
０
万
円
以
内

 

・
青
少
年
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン

ト
等
の
ソ
フ
ト
事
業 

 

 
 
 
 
 
 
１
０
０
万
円
以
内

 

※
助
成
事
業
の
内
容
は
、
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

■
申
込
先
 
市
役
所
６
階
地
域
振

興
課
、
各
振
興
局
総
務
振
興
課

 

■
申
込
期
限
 
１
月
31
日
㈪

 

※
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

 

平
成
22
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
の
実
施
報
告

 

 
平
成
22
年
度
は
、
こ
の
助
成
を

受
け
て
、
大
宮
町
自
治
会
が
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
ま

し
た
。

 

※
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
こ
の
ほ

か
に
も
私
た
ち
の
身
近
な
道
路

や
橋
、
社
会
福
祉
施
設
等
に
使

わ
れ
、
﹁
明
る
く
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
﹂
に
役
立
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

          

 

地
域
振
興
課
地
域
振
興
係

☎
 
８
３
５
６
︵
市
役
所
６
階)

■
と
き
 
２
月
10
日
㈭

 

 
午
後
２
時
～
４
時

 

■
と
こ
ろ

 

 
日
田
商
工
会
議
所
大
会
議
室

 

■
内
容
 
ウ
イ
ル
ス
・
迷
惑
メ
ー

ル
対
策
、
有
害
サ
イ
ト
か
ら
子
ど

も
を
守
る
方
法
、
ブ
ロ
グ
や
ツ
イ

ッ
タ
ー
利
用
時
の
注
意
点
な
ど

 

■
募
集
数
 
30
人
︵
先
着
順
︶

 

■
受
講
料
 
無
料

 

■
申
込
方
法
 
下
記
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
参
加
登
録
を
行
う
か
、

メ
ー
ル
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申

込
み

 ︽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
︾

 h
ttp

://w
w

w
.h

y
p
e
r.o

r.jp
/

a
n
sh

in
k
o
sh

u
2
0
1
0

 ︵
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
︶

 a
n
sh

in
sem

in
a
r@

h
y
p
er.o

r.jp

 ︵
Ｆ
Ａ
Ｘ
︶ ０
９
７-

５
３
７-

８
８
２
０

 

※
詳
細
は
、
ネ
ッ
ト
あ
ん
し
ん
セ
ン

タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

ネ
ッ
ト
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
 

☎
０
９
７-

５
３
７-

８
１
８
０

 

商
工
労
政
課
地
場
産
業
振
興
係

☎
 
８
２
３
９
︵
市
役
所
６
階) 

    

■
申
込
資
格
 
次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
こ
と

 

①
平
成
23
年
度
に
高
等
学
校
、
高

等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
︵
修

業
年
限
２
年
以
上
の
専
門
課
程

に
限
る
︶
、
短
期
大
学
、
大
学

に
進
学
す
る
方
又
は
こ
れ
ら
の

学
校
に
在
学
中
の
方

 

②
学
業
が
優
秀
で
あ
る
が
、
経
済

的
に
学
資
の
支
払
が
困
難
な
方

 

③
平
成
23
年
３
月
31
日
現
在
で
、

生
徒
・
学
生
の
保
護
者
が
、
市

内
に
２
年
前
か
ら
引
き
続
き
居

住
し
て
い
る
方

 

■
奨
学
金
︵
貸
与
月
額
︶

 

高
等
学
校

 

・
下
宿
先
か
ら
の
通
学

 

 
 
 
 
 
 
１
万
５
０
０
０
円

 

・
汽
車
・
バ
ス
で
通
学

 

 
 
 
 
 
 
１
万
２
０
０
０
円

 

・
上
記
以
外
で
通
学
 
８
０
０
０
円

 

高
等
専
門
学
校
 
１
万
７
０
０
０
円

 

専
修
学
校
・
短
期
大
学
・
大
学

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

３
万
円

 

■
入
学
準
備
金
︵
貸
与
・
入
学
時

の
み
︶

 

高
等
学
校
︵
私
立
の
み
︶
・
高
等

専
門
学
校
 
 
 
 
 10
万
円
以
内

 

専
修
学
校
・
短
期
大
学
・
大
学

 
 
 
 
 
 
 
 
20
万
円
以
内

 

※
入
学
準
備
金
の
み
の
申
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
。
他
の
奨
学
金
︵
日

本
学
生
支
援
機
構
等
︶
と
の
併

給
は
可
能
で
す
。

 

■
返
済
方
法
 
卒
業
の
日
︵
進
学

の
場
合
は
短
期
大
学
・
大
学
等

を
卒
業
し
た
日
︶
か
ら
１
年
間

据
え
置
き
、
以
降
 10
年
以
内
︵
連

帯
保
証
人
が
必
要
︶
に
月
賦
・

半
年
賦
・
年
賦
の
い
ず
れ
か
で

返
済

 

■
利
息
 
無
利
子

 

■
申
込
方
法
 
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
提
出

 

■
申
込
期
間

 

 
２
月
１
日
㈫
～
28
日
㈪
︵
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
︶

 

※
申
込
要
領
・
必
要
書
類
は
、
下

記
及
び
各
振
興
局
、
各
振
興
セ

ン
タ
ー
、
市
内
の
中
学
校
、
高

等
学
校
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

 
※
３
月
下
旬
ま
で
に
書
類
選
考
で

奨
学
生
を
決
定
し
、
本
人
に
通

知
し
ま
す
。

 

教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

☎
 
８
２
３
４
︵
市
役
所
別
館

３
階
︶

    

■
教
室
一
覧

                     

■
申
込
方
法

 
窓
口
又
は
電
話
で
申
込
み

 

※
こ
の
ほ
か
、
手
芸
や
舞
踊
教
室

も
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

  

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

 
☎
 
２
１
２
３

問

問

日
田
市
奨
学
生
 
募
集

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
教
室
生
募
集

ネ
ッ
ト
あ
ん
し
ん
講
習
会

in
日
田
市
 
参
加
者
募
集

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

 
 
 
 
 
 
活
動
団
体
募
集

問 問

第２・４月曜日

火曜日

金曜日

木曜日

水曜日

月・火・木・金曜日

第２・４月曜日

民謡

三味線

太鼓

シルバーダンス

ウクレレ

卓球

水墨画

講座名 開催曜日

第２・４水曜日

木・金曜日

月曜日

木曜日

第１・３水曜日

月曜日（月３回）

盆栽

木工塗装

将棋

囲碁

謡曲

カラオケ

講座名 開催曜日

大宮町コミュニティセン
ター（大宮町自治会）
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くらしの情報

■
と
き
・
と
こ
ろ

 

 
２
月
６
日
㈰
 
午
前
８
時
～
正
午

 

 
︵
午
前
８
時
ま
で
に
亀
山
公
園

駐
車
場
に
集
合
︶

 

■
参
加
費
 
無
料

 

■
準
備
す
る
も
の

 

 
防
寒
具
、
筆
記
用
具

 

※
双
眼
鏡
を
持
っ
て
い
る
方
は
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

 

■
指
導
者
 
日
本
野
鳥
の
会
大
分

日
田
地
区
支
部
会
員

 

■
申
込
方
法
 
電
話
で
申
込
み

  

博
物
館
 
☎
 
５
３
９
４

     

■
と
き
 
３
月
13
日
㈰

 

 
開
会
式
 
午
前
９
時
30
分
～

 

■
種
目
・
ス
タ
ー
ト
時
間

 

２
km
 
 
午
前
10
時
10
分

 

ハ
ー
フ
 
午
前
10
時
30
分

10
km
 
 
午
前
10
時
35
分

 

５
km
 
 
午
前
10
時
40
分

 

■
と
こ
ろ
 
陸
上
競
技
場

 

■
参
加
費
︵
保
険
料
を
含
む
︶

 

 
一
般
 
３
０
０
０
円

 

 
高
校
生
 
２
０
０
０
円

 

 
小
・
中
学
生
 
１
０
０
０
円

 

■
申
込
方
法
 
下
記
又
は
陸
上
競

技
場
に
備
付
け
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
参
加
費

を
添
え
て
申
込
み

 

※
申
込
み
に
は
印
鑑
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
当
日
の
申
込
み
は
で
き

ま
せ
ん
。

 

■
申
込
期
限
 
２
月
16
日
㈬

 

体
育
保
健
課
体
育
保
健
係

 

☎
 
８
２
２
２
︵
市
役
所
別
館

２
階
︶

     

■
と
き
 
２
月
２
日
㈬

 

 
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

 

■
と
こ
ろ
 
パ
ト
リ
ア
日
田
２
階

市
民
活
動
支
援
室

 

■
相
談
員
 
宅
地
建
物
取
引
主
任

者
︵
宅
建
協
会
役
員
︶

 

■
相
談
内
容
 
不
動
産
取
引
に
か

か
わ
る
一
般
相
談
︵
事
前
に
電

話
で
予
約
が
必
要
で
す
︶

 

宅
地
建
物
取
引
業
協
会
日
田
支
部

☎
 
２
１
０
３

  

■
と
き
 
２
月
２
日
㈬

 

 
午
前
９
時
～
正
午

 

■
と
こ
ろ
 
天
瀬
公
民
館

 

■
相
談
員
 
行
政
相
談
委
員

 

■
相
談
内
容
 
各
官
公
庁
に
対
す

る
意
見
・
要
望
や
悩
み
ご
と
等

 

天
瀬
振
興
局
総
務
振
興
課

☎
 
８
２
０
１

 

   

■
と
き
 
２
月
９
日
㈬

 

 
午
後
１
時
～
５
時

 

■
と
こ
ろ

 

 
市
役
所
地
下
消
費
生
活
相
談
室

 

■
募
集
数
 
８
人
︵
先
着
順
︶

 

※
相
談
時
間
は
30
分
以
内
で
す
。

 

■
申
込
方
法
 
電
話
で
申
込
み

 

■
申
込
開
始
日
 
１
月
26
日
㈬

 

 
午
前
８
時
30
分

 

商
工
労
政
課
消
費
生
活
・
労
働

福
祉
係

 

☎
 
９
３
９
３
︵
市
役
所
６
階)

    

 
市
で
は
、
子
ど
も
の
発
達
を
確

認
し
、
安
心
し
て
小
学
校
に
入
学

す
る
準
備
を
行
う
た
め
に
、
今
年

度
か
ら
﹁
す
こ
や
か
発
達
相
談
会
﹂

を
実
施
し
ま
す
。

 
■
と
き
 
２
月
23
日
㈬

 

 
午
後
１
時
～
３
時

 

■
と
こ
ろ
 
五
和
公
民
館

 

■
相
談
員
 
医
師
、
保
育
士
、
保

健
師
、
教
員
等

 

■
対
象
 
５
歳
児
︵
年
中
児
︶
の

子
ど
も
を
持
つ
親
・
家
族
等
で

次
の
よ
う
な
悩
み
を
持
つ
方

 

・
落
ち
着
き
が
な
く
対
応
が
難
し
い

 

・
動
き
が
激
し
い

 

・
困
っ
て
い
る
癖
や
こ
だ
わ
り
が

あ
る

 

・
一
人
遊
び
が
多
く
友
達
と
う
ま

く
遊
べ
な
い

 

・
言
葉
が
は
っ
き
り
し
な
い
な
ど

 

■
申
込
方
法
 
電
話
で
申
込
み

 

■
申
込
期
限
 
２
月
10
日
㈭

 

地
域
保
健
課
健
康
支
援
係

 

☎
 
３
０
０
０
︵
ウ
ェ
ル
ピ
ア

内
︶

    

こ
と
と
い
の
里
バ
レ
ン
タ
イ
ン
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
２
０
１
１

 

□
と
き
 
１
月
30
日
㈰
～
２
月
19

日
㈯
 
午
後
５
時
30
分
～
11
時

 

□
と
こ
ろ
 
こ
と
と
い
の
里
広
場

 

※
２
月
12
日
は
、
豚
汁
や
ホ
ッ
ト

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
の
屋
台
も

あ
り
ま
す
。

 

□
問
い
合
わ
せ
 
小
野
谷
サ
ポ
ー

タ
ー
ズ
︵
神
川
︶／

 
☎
０
８
０-

１
５
４
１-

１
２
５
５

  

日
田
梨
栽
培
百
周
年
記
念
式
典

 

□
と
き

 

 
２
月
２
日
㈬
 
午
前
11
時
～

 

□
と
こ
ろ

 

 
マ
リ
エ
ー
ル
オ
ー
ク
パ
イ
ン

 

□
内
容

 

・
公
開
行
事
︵
午
前
11
時
～
︶

 

 
日
田
梨
百
年
展
、
輸
出
百
年
展
、

六
次
産
業
化
推
進
展
示

※
公
開
行
事
は
、
ど
な
た
で
も
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 
︵
参
加
費
無
料
︶

 

※
日
田
梨
を
使
っ
た
創
作
料
理
の

試
食
も
あ
り
ま
す
。

 

・
関
係
者
行
事
︵
午
後
１
時
～
︶

 

 
記
念
式
典
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
な
ど

 

□
問
い
合
わ
せ
 
Ｊ
Ａ
お
お
い
た

日
田
梨
部
会
／
☎
 
３
５
２
０

 

ニ
チ
レ
イ
チ
ャ
レ
ン
ジ

㈶
日
本
水
泳
連
盟
 
泳
力
検
定
会

 

□
と
き
 
２
月
11
日
㈷

 

 
午
前
10
時
～

 

□
と
こ
ろ
 
オ
ー
ス
テ
ン
ス
イ
ミ

ン
グ
プ
ラ
ザ

 

□
参
加
資
格
 
幼
児
、
児
童
、
一

般
成
人
︵
性
別
・
年
齢
不
問
︶

 

□
申
込
方
法
 
左
記
に
備
付
け
の

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
検
定
受
験
料
等
を
添
え
て

申
込
み

 

□
申
込
期
限
 
２
月
５
日
㈯

 

※
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

□
問
い
合
わ
せ
 
泳
力
検
定
会
事

務
局
︵
オ
ー
ス
テ
ン
ス
イ
ミ
ン

グ
プ
ラ
ザ
内
︶
／ 

☎
 
８
４
４
８

問問問

問

問

三
隈
川
に
飛
来
し
た
渡
り
鳥
を

観
察
 
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

第
12
回
天
領
日
田
ひ
な
ま
つ
り

健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

無
料
弁
護
士
相
談
会

定
例
行
政
相
談
 
 
 
 
無
料

問

不
動
産
市
民
相
談
室
 
 
無
料

す
こ
や
か
発
達
相
談
会
︵
５
歳

児
発
達
相
談
会
︶
 
 
 
無
料

相
 
談

イ
ベ
ン
ト

タ
ウ
ン

タ
ウ
ン

タ
ウ
ン

タ
ウ
ン

広報

次回は

２月１日号
２月１日㈫に発送します。



11 2011.  1. 15  広報ひた

母子健康手帳交付

女性専用健康相談

肝炎ウイルス検査等

エ イ ズ 抗 体 検 査

４か月児健康診査

７か月児健康診査

１歳６か月児健康診査

３ 歳 児 健 康 診 査

乳 幼 児 健 康 相 談
（すくすく相談）

大 鶴 地 区
成人・乳幼児健康相談

朝 日 地 区
成人・乳幼児健康相談

高 瀬 地 区
成人・乳幼児健康相談

項   目 内容・持参するもの・その他とき（受付時間） 会  場

項   目 対  象 内容・持参するもの・その他とき（受付時間） 会  場

母子健康手帳交付

４か月児健康診査

７か月児健康診査

※前津江、中津江、上津江、大山、鎌手、馬原、五馬、中川、小野、東有田、夜明地区での成人健康相談は、自治会を通じて
 お知らせします。健康手帳・健診結果を持ってお越しください。

地域保健課健康支援係（ウェルピア１階） ☎24-3000   天瀬振興局市民福祉課   ☎57-8204
大山振興局市民福祉課 ☎52-3101   前津江振興局市民福祉課  ☎53-2111
中津江振興局市民福祉課 ☎54-3111   上津江振興局市民福祉課  ☎55-2011

【問い合わせ】

※それぞれの健診は、どの会場でも受けられますので、いずれかの会場で一度受けてください。
※その他の乳幼児健康相談は、成人健康相談と同時実施です。詳細は下記を参照してください。   

４日�・18日�
24日㈭

（9:00～16:00）

８日㈫
（13:00～13:30）

各振興局窓口
（予約制）

９日㈬
（13:00～13:30）

要予約制

随時
（要電話予約）

市役所７階
大会議室

各振興局内の
会議室又は窓口

ウェルピア
１階 妊婦

（妊娠届出書を
お持ちの方）

平成22年９月20日
～10月19日生まれ

市役所７階
大会議室

平成22年
７月生まれ

15日㈫
（13:00～13:30）

市役所７階
大会議室

平成21年
７月生まれ

16日㈬
（13:00～13:30）

市役所７階
大会議室

平成19年
10月生まれ

２日㈬
（9:30～10:30）

中央児童館

17日㈭
（10:00～11:30）

前津江
保健センター

18日㈮
（10:00～11:30）

18日㈮
（10:00～11:30）

24日㈭
（13:30～14:30）

大山
保健センター

天瀬児童館

すぎっ子保育園
（上津江町）

未就学児

ウェルピア１階

大分県
西部保健所

18日㈮
（9:30～11:30）

大鶴公民館

18日㈮
（9:30～11:30）

朝日公民館

４日㈮
（9:30～11:30）

高瀬公民館

◇内容：母子健康手帳の交付、使い方や
 妊娠中の健康管理（保健師）などの説明
◇持参するもの：妊娠届出書
※左記の交付日に来られない方は、交付
 を希望する各窓口に事前に電話で予約
 して、お越しください。

◇内容：身体計測、保健相談

◇持参するもの：母子健康手帳

※天瀬児童館では歯科相談を行います。

※なかつえ保育園では、２月は行いません。

◇内容：身体計測、内科・歯科診察、歯
 や歯磨きの相談、栄養相談、保健相談
◇持参するもの：問診票、母子健康手帳
 １歳６か月児健診の方は、幼児用歯ブラシ
※歯を磨いてきてください。
※事前に、封書で個別に通知します。
 ２月１日までに通知のない方は、受診
 する地域の振興局・市役所等に連絡し
 てください。 

◇内容：身体計測、内科・整形外科診察、
 離乳食の相談、保健相談
◇持参するもの：母子健康手帳

◇内容：身体計測、内科診察、離乳食の
 相談、保健相談、絵本の読み聞かせ
◇持参するもの：母子健康手帳 

◇内容：女性特有の健康上の悩みなどに関する相談
◇申込方法：電話で地域保健課健康支援係に予約

〈成人健康相談〉
◇内容：血圧測定、検尿、体脂肪率測定、生活習慣病

などに関する相談
◇持参するもの：健康手帳、健診を受けた方は健診結果

〈妊産婦・乳幼児健康相談〉
◇内容：身体計測、発育・発達や育児の悩みなどの相談
◇持参するもの：母子健康手帳

◇申込方法：電話で大分県西部保健所（☎23-3133）に
 予約
◇料金：無料 
※エイズ抗体検査は、匿名でも受けられます。
※肝炎のインターフェロン治療や核酸アナログ製剤治療
 に対する医療費助成も行っています。
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海外からのお便り海外からのお便り海外からのお便り

今
号
の
コ
ラ
ム
は
、
ジ
ェ
ン
が
担
当
し
ま
す
。

ロ
ウ
と
ジ
ェ
ン
の

国
際
交
流
の

国
際
交
流
の

国
際
交
流
の

ス
ス
メ

ス
ス
メ

ス
ス
メ
29

海外からのお便り海外からのお便り海外からのお便り

ス
イ
ス
⑥

    

 K
ia

 O
ra

！ 

︵
こ

ん
に
ち
は
！
︶
本

当
に
寒
く
な
り
ま

し
た
ね
！
皆
さ
ん

が
﹁
︵
寒
く
な
る

の
は
︶
ま
だ
ま
だ
で
す
よ
﹂
と
教
え
て

く
れ
た
の
で
、
﹁
冬
に
対
す
る
作
戦
﹂

を
一
生
懸
命
立
て
な
が
ら
雪
が
積
も
る

の
を
ワ
ク
ワ
ク
し
て
待
っ
て
い
ま
す
。

 

 
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
、
南
極
に
一

番
近
い
島
な
の
で
寒
い
と
思
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
私
の
住
ん
で
い
た
北
島
で
は
、

雪
は
山
頂
し
か
降
り
ま
せ
ん
。
冬
の
ク

リ
ス
マ
ス
を
迎
え
る
こ
と
も
と
て
も
不

思
議
で
す
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
、

日
本
と
季
節
が
逆
な
の
で
、
今
ご
ろ
な

ら
海
で
泳
い
だ
り
、
外
で
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
を
し
た
り
。
ク
リ
ス
マ
ス
で
も
サ
ン

タ
は
水
着
を
着
て
、
サ
ー
フ
ィ
ン
を
し

な
が
ら
現
れ
ま
す
。

 

 
ク
リ
ス
マ
ス
と
い
え
ば
、
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
も
家
族
や
友
達
と
一
緒
に
過

ご
し
て
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
交
わ
し
、
ケ

ー
キ
を
食
べ
る
の
は
日
本
と
同
じ
で
す
。

 
 
特
に
日
本
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
、
ケ
ー

キ
が
と
て
も
人
気
が
あ
る
そ
う
で
す
ね
。

コ
ン
ビ
ニ
や
パ
ン
屋
で
い
ろ
い
ろ
な
ケ

ー
キ
の
広
告
を
見
て
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
ケ
ー
キ

よ
り
夕
食
に
こ
だ
わ
っ
て
、
ク
リ
ス
マ

ス
は
主
に
家
族
の
日
に
な
り
ま
す
。

 

 
日
本
の
正
月
の
よ
う
に
、
よ
そ
の
家

族
も
一
緒
に
集
ま
っ
て
ク
リ
ス
マ
ス
を

過
ご
し
ま
す
。
日
本
で
送
る
年
賀
状
は
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
﹁
メ
リ
ー
ク

リ
ス
マ
ス
、
ハ
ッ
ピ
ー
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
﹂

と
、
二
つ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
一
緒
に
し

て
カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
そ
し
て
、
ク

リ
ス
マ
ス
は
暑
い
夏
な
の
で
、
海
や
庭

で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
食
べ
な
が
ら
、
一

緒
に
ク
リ
ケ
ッ
ト
や
ラ
グ
ビ
ー
を
し
ま

す
。
大
み
そ
か
に
は
花
火
を
見
ま
す
が
、

正
月
に
は
特
別
な
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。

逆
に
日
本
で
は
、
新
し
い
年
を
家
族
と

過
ご
し
、
改
め
て
家
族
と
一
緒
に
お
祝

い
し
、
神
社
で
お
参
り
し
、
お
い
し
い

ご
飯
な
ど
を
食
べ
る
よ
う
な
の
で
、
面

白
い
な
と
思
い
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

で
も
正
月
に
何
か
し
た
ら
い
い
な
と
思

い
ま
し
た
。

 

 
家
族
と
祝
い
、
一
緒
に
お
い
し
い
料

理
を
食
べ
、
楽
し
く
な
る
日
が
も
っ
と

増
え
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

 

 K
a
 k

ite
 a

n
o

！
︵
ま
た
ね
！
︶

 

  

 
坂
本
奈
保
子
さ
ん
の
ス
イ
ス
か
ら
の

お
便
り
を
お
送
り
し
ま
す
。

  
 
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

 

 
さ
て
、
２
０
１
１
年
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
が
、
昨
年
一
年
間
の
ス
イ
ス
の

出
来
事
の
中
で
、
一
番
国
中
が
沸
い
た

話
か
ら
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

 
ス
イ
ス
が
鉄
道
王
国
で
あ
る
と
い
う

こ
と
は
、
も
し
か
す
る
と
皆
さ
ん
ご
存

知
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ス
イ
ス
の
鉄
道

網
は
大
変
、
密
に
で
き
て
い
て
、
小
さ

な
国
土
︵
約
４
万
１
３
０
０
km2
︶
に
５

３
０
０
km
を
超
え
る
鉄
道
路
線
が
あ
り
、

半
径
16
km
以
内
に
必
ず
駅
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
九
州
の
大
き
さ
に
２

倍
の
長
さ
の
路
線
が
あ
る
と
考
え
て
く

だ
さ
い
。
ス
イ
ス
の
大
抵
の
山
に
は
鉄

道
や
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
が
あ
り
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
最
高
所
の
駅
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
ヨ
ッ

ホ
駅
︵
標
高
３
４
５
４
ｍ
︶
に
も
、
体

の
不
自
由
な
方
で
も
楽
に
登
山
で
き
る

よ
う
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

 
こ
の
緑
美
し
い
鉄
道
王
国
が
抱
え
る

最
大
の
問
題
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
心

に
あ
る
と
い
う
位
置
上
、
国
内
を
通
過

す
る
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
排
気
汚
染
問
題
。

そ
こ
で
国
は
、
地
底
深
く
に
ト
ン
ネ
ル

を
開
通
さ
せ
、
時
間
の
短
縮
化
を
実
現

す
る
こ
と
で
貨
物
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
鉄
道

運
搬
へ
の
関
心
を
増
や
し
、
大
気
汚
染

を
妨
ぎ
、
さ
ら
に
旅
客
も
ス
ム
ー
ズ
に

旅
行
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

 

 
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｔ
︵
ア
ル
プ
ス
縦
断
鉄
道
計

画
︶
と
称
す
る
こ
の
取
組
は
、
２
０
０

７
年
に
、
全
長
34.6
km
の
レ
ッ
チ
ュ
ベ
ル

ク
基
底
ト
ン
ネ
ル
を
開
通
。
そ
し
て
、

今
年
の
10
月
15
日
に
は
、
長
年
の
夢
で

あ
っ
た
新
ゴ
ッ
タ
ル
ド
基
底
ト
ン
ネ
ル

を
貫
通
さ
せ
ま
し
た
。

 
今
ま
で
世

界
一
だ
っ
た

青
函
ト
ン
ネ

ル
の
53.9
km
を

超
え
た
57
km

の
ト
ン
ネ
ル

が
、
50
年
も

の
国
民
の
願

い
と
共
に
基

底
８
０
０
ｍ

に
実
現
し
、
ス
イ
ス
国
内
は
も
ち
ろ
ん
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
鉄
道
の
世
界
の
新
し
い
幕

開
け
と
な
り
ま
し
た
。

 

 
貫
通
の
実
況
中
継
は
誰
も
が
涙
す
る

ほ
ど
の
感
動
で
、
そ
の
夜
、
ス
イ
ス
の

テ
レ
ビ
放
送
で
は
、﹁
日
本
の
皆
さ
ん
、

ご
め
ん
な
さ
い
﹂
と
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が

日
本
語
で
あ
い
さ
つ
す
る
場
面
も
あ
り

ま
し
た
。

 

 
新
ゴ
ッ
タ
ル
ド
基
底
ト
ン
ネ
ル
の
開

通
は
、
２
０
１
７
年
２
月
の
予
定
で
、

国
民
の
期
待
を
大
い
に
背
負
っ
て
い
ま

す
。
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日田市長 佐 藤 陽 一

コラム 36睦月の
陽ざし

～
心
豊
か
な
共
生
社
会
の

 
 
 
 
実
現
を
目
指
し
て
～

 

 
日
本
に
は
、
１
８
９
か
国
、
２
１
８
万

人
の
外
国
人
︵
平
成
21
年
末
現
在
︶
が
生

活
し
て
い
ま
す
。
日
本
が
承
認
し
て
い
る

世
界
の
国
の
数
は
１
９
３
か
国
で
す
か
ら
、

世
界
中
の
ほ
と
ん
ど
の
国
の
人
が
日
本
に

住
ん
で
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

世
界
的
な
景
気
後
退
な
ど
で
減
少
傾
向
に

は
あ
り
ま
す
が
、
年
間
約
７
５
８
万
人
の

外
国
人
︵
平
成
21
年
中
︶
が
観
光
や
ビ
ジ

ネ
ス
で
日
本
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
学
校
や

職
場
だ
け
で
な
く
、
日
常
生
活
の
様
々
な

場
面
で
、
外
国
人
と
接
す
る
機
会
は
明
ら

か
に
増
え
て
い
ま
す
。

 

 
そ
の
よ
う
な
中
、
外
国
人
と
交
流
し
、

国
際
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
暮
ら
し
を
豊

か
に
し
よ
う
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
な
ど
の
民
間
団
体
や
地
方
自
治
体

等
で
も
様
々
な
国
際
交
流
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
言
葉
、

文
化
、
宗
教
、
生
活
習
慣
な
ど
の
違
い
か

ら
生
じ
る
誤
解
や
偏
見
が
、
外
国
人
の
人

権
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
引
き
起

こ
し
て
い
ま
す
。

  

以
前
問
題
と
な
っ
た
賃
貸
住
宅
や
公
衆

浴
場
で
の
﹁
外
国
人
お
断
り
﹂
と
い
う
趣

旨
の
広
告
や
看
板
は
、
人
権
意
識
の
高
ま

り
と
共
に
見
か
け
な
く
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
賃
貸
住
宅
の
入
居
に
関
し
て
は
、

入
居
条
件
に
親
族
の
日
本
人
の
連
帯
保
証

人
を
求
め
た
り
、
留
学
生
に
収
入
証
明
書

の
提
出
を
求
め
た
り
す
る
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
理
由
で
外
国
人
を
排
除
し
よ
う
と
い

う
事
例
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

 

 
ま
た
、
日
本
で
働
く
人
に
は
、
労
働
基

準
法
な
ど
各
種
労
働
関
係
の
法
律
が
国
籍

に
関
係
な
く
適
用
さ
れ
ま
す
が
、
実
際
に

は
、
外
国
人
と
い
う
だ
け
の
理
由
で
社
会

保
険
に
加
入
さ
せ
な
い
な
ど
、
非
合
理
な

扱
い
を
受
け
る
な
ど
の
問
題
も
発
生
し
て

い
ま
す
。
特
に
、
外
国
人
研
修
・
技
能
実

習
制
度
に
関
し
て
は
、
国
際
貢
献
の
趣
旨

に
沿
っ
て
真
摯
に
運
用
さ
れ
る
一
方
で
、

一
部
の
機
関
で
は
、
研
修
生
た
ち
を
安
価

な
労
働
力
と
し
て
扱
う
な
ど
の
人
権
侵
害

も
発
生
し
て
い
ま
す
。

  

そ
の
ほ
か
に
、
﹁
外
国
人
犯
罪
が
増
え

て
い
る
﹂
と
い
う
報
道
も
、
外
国
人
へ
の

偏
見
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。
実
際
に
は
、

こ
こ
10
年
間
の
刑
法
犯
検
挙
人
員
は
、
２

％
強
で
推
移
し
て
い
る
の
で
、
特
に
増
え

て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

 

 
人
権
に
、
肌
の
色
や
国
籍
な
ど
の
違
い

は
あ
り
ま
せ
ん
。
同
じ
社
会
に
暮
ら
す
仲

間
と
し
て
、
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
ま

し
ょ
う
。

︻
問
い
合
わ
せ
︼
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

☎
 
８
０
１
７
︵
市
役
所
別
館
１
階
︶

外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
て
差
別
の
な

い
社
会
を
実
現
し
ま
し
ょ
う

霧の中ゆっくり歩く登校班

    小学校の５年生が作った俳句

です。昨年の文教祭の俳句大会

小学校高学年の部の最優秀賞。

「朝霧の中を登校する上級生の

自覚や優しさ、情景が目に浮か

びます」という句評がありまし

た。

 日田盆地ならではの光景ですが、日田の将来、日

本の21世紀を担う子どもがすくすくと育っている

ことが感じられます。

 新しい年を迎え、日田キヤノンマテリアルの工場

建設が６月から始まることもあり、希望の持てる年

が明けたなとうれしく感じています。

  キヤノンの内田社長さんから、日田の工場は、複

写機の部品を世界に供給する拠点になり、将来的に

は更に大きくなっていくという話を伺い、日田の子

どもたちが日田に暮らし、世界の一流企業で働くこ

とができるようになり、大きな期待が持てます。既

に、日田キヤノンマテリアルには179人が採用され、

茨城や大分で働いています。日田に帰れることを喜

んでくれている笑顔を想像すると、本当に良かった

と思います。

  盆地の朝霧が薄れると、陽ざしが出てきます。底

冷え、朝霧は身を引き締め、陽ざしは幸せを感じさ

せてくれます。四季折々、素晴らしい日田の自然の

中で今年も頑張りましょう。

  今年が、市民の皆さんにとって幸多い１年である

ことをお祈りします。 

し
ん

し
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所
の
谷
沿
い
に
２
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
登
る
と
う
っ
そ
う
と
茂
っ
た

雑
木
の
中
に
御
所
の
谷
の
滝
が
あ
る
。
こ
の
滝
は
、
右
方
の
ソ
ウ
リ

谷
と
左
方
の
小
迫
谷
の
合
流
点
に
あ
り
落
差
５
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
清
流
が
滝

つ
ぼ
に
流
れ
込
ん
で
い
る
。

 

 
こ
の
合
流
点
よ
り
30
メ
ー
ト
ル
程
度
登
っ
た
両
谷
の
中
央
の
杉
山
の
中
に

２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
平
坦
地
が
あ
り
、
こ
こ
が
御
所
跡
と
よ
ば
れ

て
い
る
。

 

 
こ
の
御
所
跡
は
、
後
白
河
法
皇
の
皇
子
似
仁
王
の
近
侍
で
武
勇
に
す
ぐ
れ

た
長
谷
部
信
連
が
似
仁
王
の
な
き
あ
と
平
家
の
追
討
を
逃
れ
て
似
仁
王
の
皇

子
豊
津
宮
と
乳
母
菊
を
つ
れ
、
こ
の
地
の
豪
族
で
宇
多
源
氏
の
末
裔
日
隈
五

郎
信
武
に
頼
り
皇
子
の
養
育
に
当
た
っ
た
と
こ
ろ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

 

 
現
在
は
、
杉
木
が
茂
り
御
所
跡
は
判
然
と
し
な
い
が
、
昔
は
石
積
の
塚
や

白
椿
な
ど
が
あ
り
神
聖
な
場
所
と
さ
れ
て
お
り
、
当
時
は
御
所
の
滝
を
屋
敷

の
一
部
に
取
り
入
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
、
山
水
画
を
思
わ
せ
る
風
景
で

あ
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
︵
中
津
江
村
の
文
化
財
よ
り
︶

御 御
所
跡
と
御
所
の
谷
︵
中
津
江
村
合
瀬
︶

の
ぶ
つ
ら

も
ち
ひ
と

と
よ
つ
の
み
や

ま
つ
え
い

第64回日田市文教祭文芸の集い 俳句大会事前投句会

梅野啓子さん

（誠和町）

日
田
市
議
会
議
長
賞

て
の
ひ
ら
に
母
の
ぬ
く
も
り
新
小
豆

 
柚
子
句
会
に
入
っ
て
３
年
、
ま
だ
ま
だ

初
心
者
で
す
が
、
季
語
を
使
っ
て
一
瞬
の

感
動
を
表
現
す
る
俳
句
に
魅
せ
ら
れ
、
そ

れ
を
仲
間
と
共
有
で
き
る
句
会
が
と
て
も

楽
し
み
で
す
。
こ
の
句
で
は
、
新
小
豆
の

つ
や
つ
や
し
た
色
合
い
や
手
触
り
、
日
だ

ま
り
の
匂
い
な
ど
に
思
い
巡
ら
せ
、
母
へ

の
思
い
を
詠
み
ま
し
た
。

赤尾キリカさん

（朝日町）

日
田
市
教
育
長
賞
 

夜
へ
つ
な
ぐ
か
な
か
な
の
あ
り
鍬
洗
ふ

 
先
輩
か
ら
勧
め
ら
れ
て
何
と
な
く
始
め

た
俳
句
で
す
が
、
奥
深
さ
や
難
し
さ
に
魅

力
を
感
じ
、
今
年
で
８
年
目
に
な
り
ま
す
。

 
こ
の
句
は
、
夕
暮
れ
に
農
仕
事
で
使
っ

た
く
わ
を
洗
っ
て
い
る
と
き
、
か
な
か
な

︵
ひ
ぐ
ら
し
︶
の
鳴
き
声
を
聞
き
、
時
間

の
流
れ
を
感
じ
て
詠
ん
だ
も
の
で
す
。

武内政行さん

（刃連町）

大
会
賞
 
 
 
 
 

朝
露
の
玉
と
な
り
た
る
力
か
な

 
犬
の
散
歩
中
に
見
る
草
の
葉
に
付
い
た

朝
露
。
そ
の
一
粒
一
粒
が
持
つ
表
面
張
力

に
自
然
の
力
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
て

詠
ん
だ
句
で
す
。

 
俳
句
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
﹁
ホ
ト
ト

ギ
ス
の
歳
時
記
﹂
を
宮
崎
南
枝
さ
ん
︵
古

賀
晨
生
の
娘
︶
か
ら
い
た
だ
き
、
読
ん
だ

こ
と
で
す
。
そ
の
後
、
日
田
俳
句
会
に
入

会
し
、
今
年
で
３
年
目
に
な
り
ま
す
。

な
み

え

し
ん
せ
い


